
【第２回審議会意見シート】主な意見等 
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【意見交換会等に関する意見】 
・小学校別に意見交換会を実施し、多くの方に参加してもらうため、複数回開催する。 
・意見交換会の開催について、保護者には学校を通じて、地域住民については各自治協力団体に協力を依

頼する。 
・これまでの質疑応答をまとめた資料を作成し、地域説明会で配布する。 
・こどもたちへの説明は、年齢に応じてわかりやすい内容で伝えることと、意見を言いやすい雰囲気づく

りが大切だと思う。 
・児童生徒の保護者や対象年代のこどもを有する保護者に対し、アンケートや保護者の知りたい事、意見、

提案などを伺うイベントを設けてはどうか。 

【情報発信に関する意見】 
・まずはどこの地域を優先的に行っていくのか、市の見解が欲しい。 
・意見交換の内容が全市民に伝わるよう、広く発信してほしい。 

【学校施設の利活用に関する意見】 
・廃校により校舎が有効活用される案を地域住民の方に提示することで、むしろ歓迎されるということも

あるのではないか。 
 参考：埼玉県小川町 旧上野台中学校「まちのキャンパス UECHU」 

https://share.google/UiYGCvgT5C45Qb1QJ 
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・地域別の将来推計を提示してほしい。 
・児童数を推計した前提・根拠を記載するべき。 
・非常にわかりやすいフォーマットだと感じた。 
・データから読み取れる分析も示されているとよい。 
・「推計は目標人口との整合の上」との説明があったが、目標人口とする市の施策を注記として加えること。 
・「１ 年齢別人口等の増減状況」の表（２つの年度での増減率表）と「４ 児童数の推移と見込み」のグラ

フ（2010 年から 2045 年まで５年飛）について、起点の年度の整合性がわからないので説明がほしい。 
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・今回の会議では、他市がどのような取組をしているのかなどを知ることができ、参考となった。 
・今回の会議を通じて、こどもたちをどのように育て、体験する機会を提供できるかが重要だと思った。

市の特色ある教育を明確にし、その教育を具現化する学校をつくる必要があるのではないか。 
・委員が主体的に話し合いを行い、意見の集約や考え方の方向性が見いだせる審議会にしていきたい。 
・もっと委員とのグループ討議をし、様々な意見を聞きたいと思った。 
・グループ協議について、限られた時間で個々人の深い考えを引き出すのは難しいため、事前課題として 

考えをまとめたものを準備してもらうなどの対策をした方が良いと思った。 
・意見シートについて、PC からオンライン回答をしようとすると URL が長く間違いやすいので、簡単に

アクセスできるようにしてほしい。 
・株式会社ファインコラボレート研究所が、計画づくりにおいて具体的にどのような役割・業務を担って

いるのか知りたい。 

 

別紙 


